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平成 10 年度⑤ 

職業能力の形成と教育訓練に関する研究報告書 

 

 情報通信のデジタル化により、地域の出来事が瞬時に世界に伝わり、世界がそれに影響

されるという、変化の激しい時代を迎えた。わが国の企業においても、新時代へ対応でき

る人材の開発、個々人の能力開発と、能力開発への期待と重要性が認識されている。 

 本報告は、労働者のエンプロイアビリティと企業の能力開発、公共職業訓練の現状、海

外派遣社員の能力開発、中小企業の能力開発等、今日的課題を考察した。 
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